
三里塚芝山連合空港反対同盟

仲戸川裁判官
罷免の訴追を請求

民事

●決起集会・抗議デモ

　
●傍聴闘争
　午前10時 30分　601号法廷

　鉄骨建物は二重構造になって
いて、中には登記された木造建
物がある。これは地上権を証明
するための決定的証拠。裁判長
は実地検証をせず、証人調べを
制限して、空港会社による証拠
破壊の策謀を手助けしている

闘本部裁判が、年内不当判決─建物破壊と

の緊迫した闘いに入りました。

の常軌を逸した訴訟指揮のあげくに、この

12 日にも結審を強行し、最高裁の確定判決

を待たずに執行を認める仮執行付き判決を

もって建物破壊に道をつけるという、決定

解説参照

　この動きは、かけがえのない物証が検証

されることなく破壊されることを意味しま

す。控訴審における防御権を奪う決定的な

同盟は仲戸川裁判官の罷免を求めて訴追請

求に踏み切りました。

　この裁判官のもとで、原告・成田空港会

社が、さらなる暴挙。結審まぎわのこの時

期に、なんと「訴状訂正」を申し立てたの

対象物と土地の拡張です。「訂正」ではなく、

訴えの「拡張変更」。当然、審理は続行さ

れなければなりません。

　これは追いつめられたあげくのすり抜け

策動。仲戸川裁判長と原告・空港会社が一

結審まぎわの今になって

追いつめられた空港会社のすり抜け策動

「訴状訂正」申し立て !!


